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農業委員会だより
｢

農
地
の
日｣

実
践
活
動

意見交換会で質問する農業委員

左から伊藤淳氏、佐々木敦緒氏、菊池陽佑氏

　
平
成
28
年
度
家
族
経
営
協
定
の
す
す
め

研
修
会
は
８
月
24
日
、
本
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
や
農
業
者
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
同
協
定
の
締
結
経
験
者
で
あ
る
伊

藤
淳

あ
つ
し

氏(

成
田)

、
佐
々
木
敦あ

つ

お緒
氏(

遠
野

市
宮
守
町)

、
菊
池
陽よ

う
す
け佑
氏(

遠
野
市
小
友

町)

の
３
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
農

業
委
員
会
の
佐
藤
幸
太
郎
会
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
中
央
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
木
村
陽
子
普
及
員
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
『
家
族
経
営
協
定
に
つ
い

て
』
と
題
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
冒
頭
で
は
、
木
村
普
及
員
か

ら
家
族
で
決
め
た
農
業
経
営
の
目
標
や
役

割
分
担
な
ど
の
内
容
を
文
書
化
す
る
同
協

定
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
伊
藤
氏
は｢

家
族
３
人
で
協
定
を

締
結
し
た
と
き
、
給
料
に
つ
い
て
協
定
書

に
明
記
し
た
の
は
息
子
に
自
分
で
収
入
を

得
る
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら｣

と
締
結
し
た
理
由
を
話
し
、
佐
々
木
氏

は｢
家
族
経
営
協
定
は
農
業
者
年
金
の
保

険
料
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
の
で
お
す
す

め
す
る｣
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
池

氏
は｢

締
結
し
た
か
ら
に
は
実
行
し
な
け

れ
ば
と
感
じ
て
い
る｣

と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
の

質
疑
応
答
と
意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か

ら｢

自
分
は
協
定
書
に
分
業
化
を
明
記
し

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
あ
だ
と
な
り
個
人
主

義
が
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か｣

と
い
う
質
問
が
あ

り
、
佐
々
木
氏
が｢

私
の
家
も
多
少
似
た

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
協
定
書
を
必
要
の

あ
る
た
び
に
見
直
し
な
が
ら
改
正
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
き
ま
し
ょ
う｣

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　
家
族
経
営
協
定
に
よ
り
就
業
時
間
や
報

酬
な
ど
女
性
の
農
業
環
境
が
改
善
さ
れ
、

働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
れ
ば
今
よ
り
も
持

続
的
な
農
業
経
営
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

農
業
委
員
も
率
先
し
、
家
族
経
営
協
定
の

Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

(

農
業
委
員
　
千
田
　
喜
美
子)

家
族
経
営
協
定
締
結
の

　
　
　
　
す
す
め
研
修
会

　
農
地
法
制
定
日
に
合
わ
せ
県
農
業
会
議

が｢
農
地
の
日｣

と
設
定
し
た
７
月
15
日
、

市
農
業
委
員
会
は
金
ケ
崎
町
に
あ
る
岩
手

県
立
農
業
大
学
校
を
訪
問
し
、
学
校
見
学

お
よ
び
教
職
員
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
同
校
は
全
寮
制
の
専
修
学
校
で
、
在
学

中
に
は
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
や
家
畜
人

工
授
精
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の
取
得

が
可
能
。
将
来
就
農
を
考
え
て
い
る
学
生

が
県
内
外
か
ら
学
び
に
来
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
広
大
な
敷
地
を
バ
ス
で
移

動
し
な
が
ら
各
施
設
を
見
学
。
充
実
し
た

ほ
場
・
施
設
で
水
田
は
も
ち
ろ
ん
、
花
き

栽
培
用
の
ガ
ラ
ス
温
室
や
畜
産
用
の
育
成

牛
舎
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
生
が
水
田
の
中
で
熱
心

に
稲
の
生
育
状
況
を
記
録
し
て
い
る
姿
や
、

教
習
用
コ
ー
ス
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
を

練
習
す
る
様
子
を
見
て
、
農
業
に
関
す
る

高
度
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
見
学
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
最
初
に

同
校
職
員
が
学
校
の
特
徴
や
教
育
指
針
な

ど
を
紹
介
。
続
い
て
市
農
業
委
員
会
が
市

の
農
業
の
概
要
や
北
上
市
農
業
委
員
会
の

体
制
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
高
校
生
へ
の

普
及
活
動
や
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
の

質
問
に
は
、｢

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

よ
る
学
校
見
学
や
各
校
に
出
向
い
て
の
学

校
説
明
を
し
て
い
る
。
就
職
先
に
つ
い
て

は
、
県
内
外
で
約
８
割
の
卒
業
生
が
農
業

関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。
最
近
の
特

徴
と
し
て
は
自
営
で
は
な
く
、
農
業
法
人

な
ど
の
雇
用
就
農
が
多
い｣

と
の
回
答
が

担
当
職
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
普
段
は
な
じ
み
の
薄
い
農
業
大
学
校
で

す
が
、
今
回
、
学
校
見
学
お
よ
び
教
職
員

と
の
意
見
交
換
会
を
通
し
て
そ
の
専
門
性

の
高
さ
、
豊
富
な
学
習
形
態
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
図
書
館
の

利
用
な
ど
一
般
の
人
も
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
10
月
29
日(

土)

、
30
日(

日)

に
は
農
大
祭
も
開
催
さ
れ
る
そ
う
な
の
で

一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　(

農
業
委
員
　
児
玉
　
雅
彦)
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◆農業や農業委員会に関することなどは地域の農業委員や農業委員会事務局に、気軽にご相談ください。  
問い合わせ    北上市農業委員会事務局 ( 本庁舎３階 )    ☎ 72-8247  

北
上
市
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
研
修
会

講師の三浦良夫氏

事例発表を行う小笠原事務局長

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
ブ
ロ
ッ
ク
別
研

修
会

 ■審議データ

農地の権利移転・利用権設定等審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的
　に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権
　などの権利を設定または移転する場合で受け
　手側が大規模農家の場合

農地法 ３月 ４月 ５月
３条 4 8 3

30,498 27,267 7,428
４条 1 2 0

330 2,136 0
５条 12 7 20

10,621 3,912 25,831
適用外証明 2 3 2

225 1,854 3,237
農用地利用 126 51 10
集積計画 942,050 234,038 83,685

農地法 ６月 ７月 ８月
３条 2 14 2

6,055 10,814 3,090
４条 0 0 1

0 0 1,161
５条 18 10 9

10,187 21,948 9,581
適用外証明 1 5 2

175 1,784 577
農用地利用 11 2 71
集積計画 108,679 2,291 534,552

　
平
成
28
年
度
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
は
７

月
１
日
、
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
県
南
地
域
の
９
市
町

か
ら
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。｢

改

正
農
業
委
員
会
法
の
施
行｣

｢

農
地
中
間

管
理
事
業｣｢

遊
休
農
地
の
解
消｣

の
３
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、｢

改
正
農
業
委
員
会
法
の
施
行｣

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
と
し
て
北
上
市

が
選
ば
れ
、
北
上
市
農
業
委
員
会
の
小
笠

原
事
務
局
長
が
『
新
体
制
へ
の
移
行
に
つ

い
て
』
と
題
し
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
研
修
は
、
農
地
関
係
に
特
化

し
た
内
容
が
多
く
、
大
変
興
味
深
い
も
の

で
し
た
。
今
後
は
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
参
考
に
し
な
が
ら
北
上
市
農
業
の
発
展

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

農
業
委
員
　
伊
藤
　
義
明)

　
４
月
か
ら
新
た
に
委
嘱
し
た
30
人
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
、
６
月
10
日
に
北
上
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
岩
手
県
農
業
会
議
の
三
浦

正
弘
氏
と
三
浦
良
夫
氏
を
迎
え
、
お
二
人

か
ら
『
農
地
利
用
最
適
化
推
進
活
動
の
概

要
』
と
『
必
要
な
知
識
と
実
践
』
に
つ
い

て
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
農
地
利
用
最
適
化
推
進
活
動
の
概

要
』
で
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
つ
い

て
の
説
明
と
そ
の
推
進
活
動
が
農
業
委
員

会
に
義
務
付
け
ら
れ
た
旨
を
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
『
必
要
な
知
識
と
実
践
』
に

つ
い
て
は
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
担
当
地
域
に
お
い
て
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
集
積
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
解

消
と
い
っ
た
現
場
活
動
を
行
う
こ
と
な
ど

の
具
体
例
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
推
進
委
員
の
日
頃
の
活
動
を
記
録

す
る
活
動
記
録
カ
ー
ド
の
書
き
方
、
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
組

織
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、｢

荒
廃
農
地
の
判
定

は
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
い
い
の
か｣｢

農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
は
個
人
で
行
う
の
か
、
グ

ル
ー
プ
で
行
う
の
か｣

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
三
浦
良
夫
氏

は
、｢

農
地
利
用
の
最
適
化
推
進
活
動
は

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
だ
け
で
な
く
、

農
業
委
員
と
の
連
携
を
図
っ
て
進
め
て
欲

し
い｣

と
ア
ド
バ
イ
ス
。
約
２
時
間
の
研

修
会
で
し
た
が
、
参
加
し
た
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
講

義
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
研
修
会
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参

考
に
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
農

業
委
員
と
が
連
携
を
図
り
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　

(

農
業
委
員
　
松
田
　
悦
子)


